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未来技術社会実装事業交流会 in 秩父市 

 

未来技術社会実装事業の選定を受けた全国の地方公共団体の職員が集まり、意見交換や

ドローン配送の見学を行う交流会が開催されます。 

　本交流会は、未来技術社会実装事業を所管する内閣府地方創生推進事務局が主催し、今

年度で３回目の開催となります（令和４年度：大阪府四條畷市、令和５年度：石川県小松市

で開催）。 

　今回は、市が令和２年度から取り組んできた Society5.0 推進事業の取り組み事例紹介や

複数のグループに分かれての情報の共有・意見交換を行うほか、ドローン配送の現地見学

を行います。 

　取材をご希望される場合には、別添の提供資料をご確認のうえ、参加申し込みをお願い

します。 

【１日目】 

１　日時 １２月１９日（木）　午後２時～３時３０分（午後１時３０分受付） 

 

２　場所 秩父市役所　本庁舎　第１・２委員会室 

 

３　内容 未来技術活用による取り組み紹介 

（秩父市、株式会社ゼンリン、一般社団法人ちちぶ結いまち） 

【２日目】 

１　日時 １２月２０日（金）　午前９時５０分～１０時３０分（午前９時３０分受付） 

 

２　場所 道の駅大滝温泉 

 

３　内容 ドローン配送（道の駅大滝温泉～三峰駐車場） 

※雨天の場合には、中止となる場合があります。 

※フライトは、１回のみとなるため、撮影のタイミングにはご注意ください。 

◆提供資料◆ 

01_未来技術社会実装事業交流会プログラム 

02_未来技術社会実装事業の概要 

 

※取材をご希望される場合は、１２月１７日（火）午後５時までに下記担当までお電話に

てご連絡をお願いいたします。 

 

産業観光部　先端技術推進課 

担当者：山中、田中、井上 

☎： ０４９４－２１－５５２２　FAX：０４９４－２５－０１３６



別添 

『未来技術社会実装事業交流会プログラム』 
 

令和６年12月19日（木）（１日目）　秩父市役所第１・２委員会室 

※開会・挨拶、各登壇者の取組紹介まで傍聴及びカメラ撮り可 

※その後御退出いただき、内閣府及び秩父市の担当者への取材時間を設けます。 

 

令和６年12月20日（金）（２日目）　道の駅大滝温泉　他 

※プログラムは予定であり、変更・中止となることがあります。 
 
 
 
 

 時間 プログラム 登壇者 取材について

 14:00～ 開会・挨拶 ・内閣府 参事官 

・秩父市

・傍聴、カメラ撮り可 

・その後、退室し 

担当者への取材可  14:10～ 秩父市の取組紹介 埼玉県秩父市 

 14:45～ 一般社団法人ちちぶ結いまちの取組紹

介

一般社団法人ちちぶ

結いまち

 15:05～ 株式会社ゼンリンの取組紹介 株式会社ゼンリン

 15:35～ 休憩  取材不可

 15:45～ 情報交流会  

 17:00 閉会  

 時間 プログラム 登壇者 取材について

 9:00～ 開会・挨拶 

（会場：秩父市役所）

内閣府参事官 取材不可

 9:50～ ドローン配送の説明・見学 

（会場：道の駅大滝温泉）

埼玉県秩父市 見学・カメラ撮り可

 11:15～ 共同配送の説明・見学 

（会場：ヤマト運輸影森営業所）

埼玉県秩父市 取材不可

 12:00 閉会 

（会場：秩父市役所）

 



未来技術を活用して地域課題の解決と地方創生を目指す取組を支援
提案された各事業をパッケージ化し、複数の関係府省庁を交えた地域実装協議会にて総合的支援
今後3年間で一部実装、5年間で本格実装（事業化され自走すること）を見込む事業を対象

【内閣府】未来技術社会実装事業の概要

事業イメージ

 未来技術社会実装事業は、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」におけるモデル地域ビジョンにて、先導的なスマートシティの創出
を目指すための関連施策の１つとして位置づけられています。
 事業の概要としては、AI、IoTや自動運転、ドローン等の未来技術を活用した地域課題の解決と地方創生を目指し、革新的で先導

性と横展開可能性等に優れた地方公共団体の取組に対して、未来技術の社会実装に向けた現地支援体制（地域実装協議会）
を構築し、関係府省庁による総合的な支援を行う事業です。
 未来技術を活用した地方創生に関する提案を地方公共団体から募集し、H30年度からR6年度までに合計56事業を選定。選定
から5年で社会実装を目指し複数年にわたる伴走型支援を行います。R6年6月時点で22事業※に対して支援を実施中です。   

※ H30年度からR6年度までの選定合計56事業のうち34事業はR5年度末までに支援終了。

概 要

少子高齢化、生産年齢
人口の減少の結果、

→安全安心な地域づくり
 の必要性の高まり

→産業、生活サービスの
   衰退、担い手不足
→交通弱者の増加

など
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